
は じめに

この講座は1年間で『代数･幾何』の内容を基本から標準までの入試問題をレベ

ルに沿って学習し，大学合格できる実力をつけることを目標にしています。

とくに前期は“基礎力養成期”として，定理や公式などの重要事項を確麗しなが

ら，入試問題の“考え方” “解き方”のコツが身につくように指導します。 したが

って，諸君も次の点に留意して学習してもらいたい。

1．各項目毎に重要事項をまとめてあるが，教科香，参考害などで定理，公式な

どの確認をしておくこと。

2．毎回4問ずつ解説するから，前もって自分で考え， ノートに解いてみること。

解けない場合は途中まででもよい。

3． 90分の講義では解法のポイントをつかむように心掛けること。

4．必ず復習して， その日の講義の重点を完全に身につけること。

5．理解できないところがあれば遠慮なく質問して解決しておくとよい。

以上であるが，数学は簡単に身につくものではない。時間をかけてコツコツ努力

することが大切であるから途中でくじけないように頑張ってもらいたい。
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一ミクトノレ

－＜重要事項＞

|田基本変形
→ → → → →

⑪AB=-BA ｡AC=AB÷BC

回3点A, B, Cが同一直線上にあるための条件

→ → →

③AB=OB-OA

ﾉI → → → → →

AC=rAB=OC=(1-r)OA+rOB (rは実数）
→ → →

=OC=mOA+710B, "z+7z=1

回分点ベクトル
→→→→

OA=Q, OB=6,線分ABを加：刀に分ける点をPとすると

→ 卸万+m了 (m">0のとき内分， 痂冗<0のとき外分）OP=

幸

レ
ー

一

加十刀

四重心ベクトル

三角形ABCの重心をGとすると
→ → →

→ OA+OB+OC → → →→
①OG=､'&､ ､ ､"_" | ､"､- G) GA+GB+GC=0

3

回内積と図形

→→ →→

OA=q=(z!, y!), OB=6=(x2, y2)のとき

（1）大きさ:OX=|31=J~rデラーヘ/房~『冨ｴｰｦｰ7百 , AB=|了一万｜

②万と了のなす角9 :c｡s8=u
I言| |了｜

③垂直条件:3_L了三万．了＝ズ1X2+jﾉ ,jﾉ2=0

(J40ABの面積：

す

１
－
２
Z,jﾉ2-z2y! |S= Z’一IDI←－1α●届
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1次独立： α≠0， 6≠0， αポ6のとき
I
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→ →→

祠α+716=0=m=7z=0(1)

、万+7'3=p3+9了=77z=p, 71=9

②平面上の任意のベクトルでは了=77zZ+刀了と1通りに表わすことがで

きる。

田空間ベクトル

空間ベクト ルの性質は平面ベクトルを空間に拡大したもので， 同じである。

－5－
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霊ユ匡到 〆､ミクトノレ（1）

【1】平面上の点Pと△ABCとの間に次の関係があるとき，点Pと△ABCの位

置関係をそれぞれ調べよ。
→ → →

q) PB+PC=BC
→ → →

②PA+PB=2CP
→ → → →

③4PA+3PB=3PC+4CA

→ → →

4ABCの内部に点Pをとる。このとき， ベクトルAP, BP, CPは
→ → →→ →→→→

AP+4BP+6CP=0を満たしている。また, d=CA, 6=CBとする。

【2】

→→→

(1) ベクトルCPをα, bを用いて表せ。

②辺BCを1 :4に内分する点をDとし, Dを通り，辺ACに平行な直線が辺
→→→

ABと交わる点をQとする。このとき, cQをα, 6を用いて表せ。

③3点c, P, Qは同一直線上にあることを示せ。

－6－
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【3】 △OABにおいて，辺OBの中点をM,辺ABを1 : 2に内分する点

をC,辺OAを2 8 3に内分する点をD, CMとBDの交点をPとする。

ベクトル品を3,ベクトルOBをbとするとき，
→→

→→→

（1）ベクトルOCをα, bで表せ。

(2) CP:PM=s : 1-s, BP:PD=t : 1-tとするとき，ベ
→ →→ → →→

クトルOPをs, Q, bで表せ。また, OPをt, 0, bで表せ。
→→→

(3) s, tの値を求め，ベクトルOPをα, bで表せ。

【4】平面上に△OABがあり， その面積をSとする。平面上の点Pに対し
→ → →

てOP=sOA+tOBと表す。

(1) s, tが条件3s+4t=2をみたすとき, Pはどんな図形上にあ

るか。

（2）点Pが△OAB内にあり，かつs, tが条件3s+4t≧2をみた

すとき点Pの存在する範囲の面積をSで表せ。
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隼2回〆､ミクトノレ（2）

【5] (1)3､4, 3)と60｡の角をなし,大きさが2倍であるベクトルFを
求めよ。。

（2）次のp｡ q, r, Sの値を求めよ。
→ →

①ベクトルェ=(1. p, q)は2つのベクトルQ=(2, 4, 3),
→

b=(5, 9, 7)の両方に直交する。
→ →

②ベクトルγ‐(1, r, s)は2つのベクトルc=(--3, 4, 0),
→

d=(2, -2, -1)のなす角を2等分する。

’
→→

IG-bl=2
→→

la+bl=4,
→ → →

ベクトル葬の大きさを|韮|と表すとき, la

である。
→→ →→

(1) cとbの内積(Q, b)を求めよ。
→ → → →

(2) i2Q－3bi2+|3Q－2bl2を求めよ。

【6】

’
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【7】 三角形ABCにおいて，辺ABを1 : 2に内分する点をEとし，辺ACを

3 ： 2に内分する点をDとする。線分BDと線分CEの交点をPとし，線分

APの延長と辺BCの交点をFとするとき

→ → →

APをAB, ACを用いて表せ。
→ →

AF="zAPを満たす実数疵の値を求めよ。
→

辺AB, AC, BCの長さがそれぞれ2ﾍ/W, 2, 4であるとき, AFと

①
②
③

→ → →

BCの内積AF・BCを求めよ。

０
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Ⅱ
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ｌ
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【8】 OA=2, OB=1,4AOBが直角である直角三角形OABにおい
→→

て，点Oから斜辺ABにおろした垂線の足をHとする。更にOA=q.
一→ → →一 一

OB=bとし，辺OA, OB上にそれぞれOP=kc, BQ=-kb

(0<k<1)となる点P, Qをとる。このとき，次の問いに答えよ。
一→→

(1) OHを0, bを用いて表せ。
→ →→

(2) HPをkとa, bを用いて表せ。
→ →

(3)内積(HP, HQ)の値を求めよ。
→

(4) IPQlを最小にするhの値を求めよ。

I

１
１
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第3回〆､ミクトノレ（3）

【9】 3点A(1, 2), B(2, 4), C(3, 0)に対して点Pが，
→ → →

IPA+PB+PCI=3

をみたしながら動くとき，点Pはある円周上を動く。この円の中心は仁

二.芽僅墜口である｡更に･を原慮とし言-(|)とLたと。
内積OP。αの最大値は己最小値はロである。

→→

【10] (1) 0, bを2辺とする平行四辺形の面積Sは，

一一一

S=､/|ql21bl2-(Q, b)2

であることを証明せよ。
→ →

(2) G=(%, , y,), b=("2, y2)のとき, SをXl , yl, "2, y2

で表せ。

（3） 3点A(1, 1, 0), B(3, -1, 0), C(2, 0, -3)を頂点

とする三角形ABCの面積を求めよ。

I
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【ll】 原点Oと3点A(-3, -1, 0),

B(-1, 3, 1), C(2, 1, 4)

を頂点とする図のような平行六面体

について

0 B

(1)平行四辺形OADBの面積は､/[ヨである。
→ →

②ベクトルOA, OBのそれぞれに直交し，大きさが平行四辺形OADBの面

積に等しいベクトルは±(1， －3， 「ヨ）である。

(3) この平行六面体の体積は匡一］である。

【12】 l l辺の長さjの正四面体OABCで, OAの中点をM, BCの中点をNとす
→ → → →→→

る。ベクトルOA, OB, OCをそれぞれα, 6, cと書くとき， ベクトル
→→→→ → →

MNをα, b, cで表すと,MN=「一一コである。ベクトルMNの大きさ
→ → →

はIMNI=[~司であり， ベクトルMNとベクトルOBのなす角を弧度

法で表せば「－］ラジアンである。
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＝問屋匡鐸

ワー囮

ゴー（：一鮫7膠 αエ十C

気と平面との距離

畠Aイヤー 砧j ‐ グー、 ゴー（）との匪画α万十C

Pz，＋ff l

皿一十届

Z半回のE

α垂+b ｣ Z′＝（】【)． ‘ ’十UJ十
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②2平面の交線を含む平面

α元+6y+cz+d+"(α′露+6'y+c'z+d')=0

回球の方程式

（1） 中心(a,6,c),半径γの球: (鄭一α)2+(y_6)2+(Z_c)2=72

②一般形：兎2+y2+Z2+AX+By+CZ÷D=0

回2つの球の関係

（1） 2つの球ブ(",y,Z)="2+y2+Z2+AZ+By+CZ+D=0

g(x,y,z)=z2÷y2+Z2+A′葬+B'jﾉ+C'Z÷D'=0

交わりを含む球はブ(",y,z)+"g(z,y,z)=0 (んは定数）

とおける。ただし, g(",y,z)=0は除く。

とくに， 左＝－1のとき，交わりを含む平面である。

②2つの球の半径をγ1， γ2，中心間の距離を。とおくと

rl+72>α のとき 分離

7･ I+72=d のとき 外接

γ!～γ2＜α＜γ！＋γ2 のとき 相交

γ,～γ2=d のとき 内接

γ,～γ2＞α のとき 包含
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筆4匡回 空間屋匡檸 〔ユ）

【13] 2直線g8三号一生』ﾆｰ星土-且3 4 ，

‘ :竺手-L-y-2‘一三二-之2
がある。

(1) 9, lが交点をもつときのtの値を求めよ。

（2） (1)のとき， この2直線を含む平面の方程式を求めよ。

ｌ
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【14】 空間内に点P(2, 1, 1)と直線L :苓旦-号上=z-1がある。
ｒ
■
■
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ｆ
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(1)点Pを通り，直線Lに垂直に交わる直線爪の方程式を求めよ。

(2)点Pを通り，直線mに垂直な平面の方程式を求めよ。
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【151 2直線皇了且-γ一三ﾗ4…①"+2=ｴﾗ-a=1--z...@
について，次の問いに答えよ。

（1） 2直線①，②のいずれにも垂直な1つのベクトルを求めよ。

（2）直線PQが2直線①，②のいずれにも垂直であるような①上の点P,

②上の点Qの座標を求めよ。

‘
Ⅱ
Ｌ
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Ｌ
Ｊ
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【16】 空間に3点A(3, 0, 0), B(0, 3, 0), C(0, 0, 6)が与え

られている。

（1） 3点A, B, Cを通る平面の方程式を求めよ。

（2）三角形ABCの重心をDとするとき, 2点A, Dを通る直線の方程

式を求めよ。。また,4BADの大きさを求めよ。

（3）原点をOとするとき，四面体OABDの体積を求めよ。
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筆5回＝間庭匡杉雲（2）

【171 1つの直線‘ , :躯-γ-塾, ‘,:塁デー』与多=z-3がある。
直線L Iを含み，直線L2に平行な平面汀,の式を求めよ。

直線L2を含み，平面汀,に垂直な平面汀2の式を求めよ。

平面汀2と直線L Iの交点Pの座標を求めよ。

点Pと直線L2の距離を求めよ。

(1)

(2)

(3)

(4)

【18】 直線L :"=y=z－1と球面

S:(虻一α)2+(y－b)2+(z－1)2=1

とについて，

(1) Sの中心を通り↓に垂直な平面αの方程式

(2) αとlとの交点Pの座標

(3) Sとlとが共有点をもつためのα, bの条件を求めよ。

’
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【19】 球面Sは点(3, 2, 6)を中心とし，点(5, 4, 7)を通る6

（1）球面Sの方程式を求めよ。

（2）球面S上の点で，原点との距離が最小になるような点Pの座標を求

めよ。

（3） (2)で求めた点Pにおいて，球面Sに接する平面の方程式を求めよ。

’

【20】 2点(0, 0, 1),(2, 2, 5)を直径の両端とする球面SIと, 2点

(－1， 0， 3)， （3， 4， 1)を直径の両端とする球面S2がある。S1

とS2の交わりは円Cである。この円Cの中心の座標と，半径を求めよ。

ｌ
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’
－＜重要事項＞

田行列の演算

乗法については「結合法則」は成り立つが． 「交換法則」は一般に成り立た

ない。

回行列Aの基本性質 (Eは単位行列, 0は零行列）

①元A+yE=O→A="Eまたは元=jノ=0

②』=(： :) ‐‘，-(‘≠d)A+(ad-bc)E=。
③逆行列

①AX=XA=Eのとき, XをAの逆行列といい, J4-lで表す。

②』=(”)のと急△")-"'一‘‘-‘‘妻'のとゞ

‘≦'一両坐丁､_: -:)
③A-', B-'が存在すれば (AB)-!=B-'A-!

(4) AB=OのときA=OまたはB=Oとは限らない。

A≠O, B≠OでAB=OとなるA, B(零因子)が存在する。

四行列の冗乗

①数学的帰納法の利用

A2, A3,…などからA･を推定し，数学的帰納法で証明する。

例 (； :).=(;" ‘9) (； :)'一(;｡ "篭:‘‘）
②特別な形

（ｧ） αd-bc=0のときA2=(q+d)J4よりA.､a+d)"-IA

（ｨ) d+d=0のとき J42=-(dd-bc)Eを利用して次数を下げる。 ；

’

’
’

’
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０
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③一般的な求め方

(i)ケーリー・ハミルトンの定理の利用

A2一（α+B)A+αβE=0から

Z4"､2--(q+6)J4"．1＋αβJ4｡=0

数列の隣接3項間の漸化式の要領で解く。

(i)多項式の割り算の利用

（§）対角化の利用

(h)固有ベクトルの利用

(v) 2項定理の利用

回固有値，固有ベクトル

行列A,ベクトル言（≠す) ,実数左に対して
→ →

A妬＝た龍

が成り立つとき， 虎をAの固有値，言をAの固有ベクトルという。

1

固有値々の求め方

4=(： :)と…圃育方濯式‘．-(…)齢‘‘-‘‘=。
の解として求める。

I
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’筆6Eヨ ネ子 蚕IJ (1)
’

（: ;）【21] (1) 4, Bは2次の正方行列で24+B=

（: ~;)で参ると善“-戸]である。4+2B=

’'行'"-(: 12｡)と単位行…行列oについて
剖2－2劉十｢~aE=oが成り立つならば, ｡=E二コb=E二

コc=｢~~-ｺである。

ｌ
Ｉ

１
’
２
１
－
２

－１ 1号…≦“
2

3

(1) Eが2次の単位行列で割＝

列を求めよ。

【22】 逆行

"剣-(: :)‘-(; :)とする行列』

(亘荊)で－割…よ。

I

Bの逆行列が

－20－

■■



１
１

１

(i ~:)'-(_: :)のと≦行列剣＝

(1)行列の積到Bを求めよ。

（．（:ルー(: :)と蕊…瀞'‘ 。(2)

(:)-(I)を解け。(3)連立方程式剣

【23】

b

）．

を求めよ。

（_: ；鯛)について厳の闘いに答えよ｡ただ“行列副＝

q, bは02+62=1をみたす実数とする。

(1) 刻は逆行列をもつことを証明せよ。

【24】

I

(#) (_:)勘､※-,-‘以釧の潅縛つと．(2)連立方程式制

‘4を求めよ。

-21-
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=Ij (2)章7回孑子

1

)鋤"．-‘…-･をみ…2（：行列/I＝【25】 次の問い

に答えよ。ただし, Eは単位行列, Oは零行列を表す。

(1)行列.4を求めよ。

ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ

nを自然数とするとき，行列剤''を求めよ。(2)

１
ｌ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｂ
■
０
．
日
１
７
０
６
０
”
０
‐
９
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
１
１
４
ｊ
１
Ｉ
ｌ
９
ｔ
Ｉ
Ⅱ
１
１
０
Ⅱ
１
１
７
１

１
１
■
Ⅲ
９
０
口
５
０
０
１
１
口
１
４

)につ“
0

－1

て苦)'一(_；C行列／I= ，【26】

行列P- l,4IPを求めよ。１
１
１

１
２
３

１
１
１
行列(P-',4IP)nを求めよ。

行列.4，を求めよ。ただし， nは自然数とする。

’

言

－22－
’
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I

【271 (1) "nを虻2－発－2で割ったときの余りは[頁である。

（_: _;)‘-(洲)‘皇鋼“（2）行列制＝

A2－知－2E=[気となる。これと(1)の結果から, 4"=E司と

なる。

(_:雪宮）は剤2＝3列－2Eをみたしている。【28】 行列』＝

（; !)｡>‘とする。ただし, E==

(1) pの値を求めよ。

(2) 剣3， 劉4， 剣5をα劉一βE(q, βは自然数)の形に表せ。

(:: ::） とするとき，(3) nが自然数で""==

Qn, b", c", dnを求めよ。

－23－
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1次変換

,＜重要事項＞

1次変換 ’田1次変換

座標平面上の点P(z, y)に点Q(x' , y')を対応させる変換ブが

『z′＝αz-Fby

＝ （;:)-(: :)(;）1y,-@z+d'
で定められるとき， ブを1次変換という。

図1次変換の図形的性質

行'順一(”)の壷す'次変換種'とする上
①Qa－bc≠0ならば

(i)平面全体は平面全体に (i)直線(緑分)は直線(線分)に

(i)平行線は平行線に （巾）内分点は同じ比の内分点に

②ad-bc=0ならば

(i) J4≠Oならば平面全体は原点を通る1直線に

(i)A=oならば平面全体は原点に

回対称変換，相似変換回転変換

｡"軸に関する対称(; ‐!) ②，輪に関する対称(-冊）

⑧原点に閏する対鯨(-; ‐!)側'="‘こ関する対称(! ;）

飼“変換 (； !）

■
Ｈ
６
ｚ
８
Ｉ
９
Ⅱ
９
９
日
◇
４
０
９
．
■
Ⅱ
Ⅱ

’

(:::: ~::::）⑥原点を中心とする角8の回転

四1次変換の線形性

①ブ(言十了)＝ブ(蚕)＋ブ(す） ②ブ（侮言)＝たブ(言）

－24－
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'’

〔解法!〕 求める直臓の方向ベク‘"を(:)とする＆
（蕊)(:)-(4鯛')"(:)よ｡
(4p-39)q=(2，－9),

(2p-39)(p-9)=0 ... , : 9=3 : 2または1 : 1

よ・て求める直観は γ-今+"霞たはﾂｰ露非"とおける。
また， この上の点(0， 泥)の像(－3刀， 一両）もこの直線上にうつるから

－”＝－2刀十刀または－刀＝－3刀十冗

冗は任意 または ”＝0

＊ ，=:…'一エ ("は任憲）

〔解潅m] (; =i)(1)-(zi)"(1)から '輔に平行噸不動直縁
はないから, y==加勇＋宛とおける。

この直線上の点(r, mr+7z)の像

(; =i)(",f")-(脹灘二:")が厨じ直録上に移るか‘
（2－加)r一刀="z{(4-3m)t-3"}+"

(3"72-5"z+2)r+"(3頑－2)=0

が任意のzに対して成り立つ。

ゆえに '"-；のとき"は任意
加＝1のとき 刀＝0

＊ ，-:露÷”，-エ ("は任意）

－25－
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|’第8匝。 1次奎謹（1）
■

日

■

’

二

日

５

（;ゴ)とする。【29】 1次変換/の行列制を劃＝

（1） 1次変換ノによって直線2兆十3γ＝6はどのような図形に移され

るか。

（2） 1次変換Jによって原点以外で動かない点があれば求めよ。

（3） 1次変換ノによって直線上の点がすべて同じ直線上に移されるよう

な直線があれば，そのすべてを求めよ。

↓

’

’
０

町

０

■

Ⅱ

Ⅱ

６

■

Ｉ

■

Ｉ

■

日

日

I

ｌ

ｌ

’

【30】 （1）点(5， 5)を点(－1， －7)に，点(6， 2)を点(2， －6)に移

す1次変換を表す行列制を求めよ。

（2） αを任意の定数とするとき，上の1次変換剖により，直線γ＝2虻

十αはそれ自身に移されることを示せ。

1

1
I

I ’
0
甲

II

〃
■
Ⅱ
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
り
り
Ｊ
。
■
日
■
ｑ

I

’ I

’

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

ｌ

ｌ

ｌ

Ⅱ

９

０

０

１

■

！

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

０

．

０

６

５

１

０

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｒ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｈ

Ⅱ

０

０

４

１

０

I

1

１
１1

－26－
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１
１

(: ： ）【31】 行列多l= によって定まる平面上の1次変換は直線

g:y+2"=8を直線h: 2y一発=1に移し，直線hを直線gに移

すという。行列剤を求めよ。

【32】 （1）平面上で点を直線γ＝苑に関して対称移動し，更に原点を中心と

して-60.回賑させる1次変換の行列を求めよ。

（2） (1)の1次変換によって，直線↓が3虻－5y+2=0となった。

直線↓の方程式を求めよ。
I

－27－

一

１
１
↓
－
７
１
１
↓
１
４
１
１
１
差
Ｉ
一
一
一
二
二
二
一
・
’
、
酬
印
四

｣



I

=9E 1次変1桑(2)

1

）(2二: ‘_･ ゞよ…“",率爾"…ゞ
b

【33】 行列

直線γ==m邦の点に移し，直線γ==m鈍のすべての点を原点に移すとす

る。このときのα, b,mを求めよ。

0

（: ,:)で寒…変…る｡ ，点"' 'ル行列

B(1, 0), C(1, 1)を頂点とする三角形は， 'によって面積3,重

心の座標が(2， 2)の三角形に移される。このときα, b, cの値を求

めよ。

【34】

4

－28－

再
琢

守■

垂

一

画

一

・

一

“

。

．

缶
，
堀

ノ色
宰

一

・

竜

ゞ

◆

ぷ
．
今
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、
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０
口
■
竹
Ｉ
ｂ
Ｏ
ｌ
Ⅱ
Ｏ
ｒ
ｌ
仏
１
Ｐ
Ｏ
Ｕ

1
1

【35】 任意の点(", y)を(4ェ, 4y)に移す1次変換を/，直線γ＝一発

に関する対称移動をg,原点を中心とする回転角45･の回転を九とする

とき，合成変換h, 。9．Jを表す行列を求めよ。また， この合成変換に

よって点(､/r, 0)に移される点の座標を求めよ。

1

1

！

【36】 座標平面で，点P(", y)を原点Oの周りに8だけ回転して

P'(虻'，γ')となったとする。このとき発", y'を邦, y, eを用いて

表すと, "/=I--~~l γ'＝戸である。

曲線3苑2－2ﾍ／3邦γ+y2-2"+2，/3y+4=0に，上の回転

をほどこすと虻'y'の係数は同となり， これが0となるときのeの

値はｰｺである。ただし， 0≦e<2万とする。

’

｜

1

’

’

E
－29－
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2洙庄白糸泉

雪響雲工自＞く
放

一
囮 物線

定義；定点と定直線から等距離にある点の軌跡である。

この定点を焦点，定直線を準線という。

標準形

y2=4pズ 焦点(p, 0),準線ズーーp

X2=4py 焦点(0, p),準線,ノーー，

接線 (y2=4p剪について）

）曲線上の点(", , y!)における接線の方程式:"1jノ=21(x+x,)

）傾き加の接線の方程式: jノー痂葬＋旦
加

円

定義： 2定点からの距離の和が一定である点の軌跡である。

この2定点を焦点という。

標準形

1

Ⅱ

図｜ だ

１罪
京

十
が
一
解

) 0<6<αのとき焦点（±ﾍ/Z~r=~Z~r, 0)

長軸の長さ2α，短軸の長さ26

) 0<d<bのとき焦点(0, ±､/r~r=~a~r)

長軸の長さ26,短軸の長さ2α

接線 (差兼差-､について）
)曲繰上の点(z,, y!)における接綴の方程式;等･饗=1
）傾き疵の接線の方程式:y==mエ±､/Z~zTTT~5~w

1

い
Ⅱ

1

面
Ⅱ

－30－
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|I

１
１画双曲線０

９
０
９
皇
ｎ
Ｕ
ｂ
凸
■
■
■
■
。
■
０
画
■
■
■
■
１
０
６
■
ｌ
Ｕ
０
■
Ｂ
Ｂ
Ｉ
■
日
日
Ⅱ
Ｉ
Ｆ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
‐
６
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
８
９
■
且
Ⅱ
８
９
９

点の軌跡である。(1)定義：2定点からの距離の差が一定である

この2定点を焦点という。

②標準形

(1)差一芸=］ 焦点(±､/示軍戸､ 0）
頂点(±α’ 0)‘漸近線y=±:エ

(i)=-F--】 焦点(0,±"ｱ幸扉）
頂点(0, =b),漸近線y=±:エ

(3)接線差姜-±'について
(i)曲線上の点(z,, y,)における接線の方程式:Z_L王ユLJ_±1

c2 62

(i)傾き流の接線の方程式:y=加露±へ/百~rrz=~Z~r

直角双曲線工jノー虎について

曲線上の点(", , y,)における接線の方程式:y,z+xIy=2"

１
１

1

1

1

-31-
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’
I

=10匝。 2次曲糸泉（1）

【37】 （1） 2つの焦点が(3， 0)， （－3， 0)で点(－4， 0)を通るだ円の

方程式は[－庵ある。

(2) "y平面において，原点を中心とし，長軸の長さが2，/r, 1つの

焦点の座標が(1, 0)であるようなだ円の方程式は后陀ある。

【38】 方程式2"2+3y2-16"+6y+11=0で表されるだ円の中心の座

標は庁]で，長軸は短軸の[司倍の長さをもち，焦点の犯座標のう

ち小さい方は庁卜である。また， このだ円と直線γ="+kとが共有

点をもつようなkの範囲を求めよ。

’ ↓

口
I

１
１

－32－

i邸
’

醒繍薦寧電事"麺ｼ""■ ゞ電壹…”■■
町

９
色
ロ
ー
可
歩

印

寺

子

’
二
Ｄ
今
４
〃

も函″ＪＪ
ｒ■

も
ず

‐

卑

一

上

Ｌ

な

「

印

凸

画

ヴ

北

・

箸

好

、

手

砕
恥
極ｐ‐０

曲

．

１

吋

◆
卿

』
一
・
〃
》
ロ
エ
ロ
６
●

一
一
。
◆
旬

■

■

、

』

「

錨
Ｊ
“凸

■
字
，
」

カ
ー

旬

＄

’

守

■

》

．
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●

０

１

廿

■

“

Ⅱ

９

４

。

Ⅱ

ｌ

【39】 方程式5蛇2＋2，/可苑y+3y2=12……①の表す図形を原点O

の周りに正の向きに60.回転すると,だ円亡竺丁+芒寺－1"･…②
となる。そして，だ円②の焦点は(±､/E-I O)である。

I

Q, bは正の定数で．>bとする｡双曲線H:f;-f-｣について，
(1)双曲線Hの焦点の座標を求めよ。

(2)双曲線Hについて，負の傾きをもつ漸近線の方程式を求めよ。

(3) (2)で求めた漸近線と直交する直線が，双曲線Hと接するとき，その

接点の座標をα, bを用いて表せ。

’
【40】

－33－
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１

次曲糸泉 (2）宣言11「亘I 2

だ円芋+蓋－1の外部の点Pから2本の接線を引く｡それらの直線【41】

が直交するような点Pの1ﾘ跡を求めよ。

I

?

凸
０
・
■
Ⅱ
■
０
■
・
日
〃
０
凸
■
■
■
■
■
１
０

点A(D, 0)から双曲線苑2-y2=1(x>0)の上の点B(", y).､【42】

の距離をsとする。

S2をαと苑で表せ。(1)
■
６
１
■
■
８
１
日
！
Ⅱ
ｌ
■
８
Ｌ
９
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
１
ｌ
ｂ
Ⅱ
０
Ⅱ
０
１
Ⅱ
１
口
Ⅱ
７
４
１
Ⅱ
０
口
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
９
口
Ⅱ
０
Ｉ
ｊ
７
１
ｊ
ｌ
０
ｆ
０
９
Ｌ
ｌ
Ｏ
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
‐
ｌ
９
ｌ
‐
０
，
ｌ
９
ｌ
ｌ
０
Ｉ
Ｌ
ｏ
１
凸
３
１
日
■
■
■
■
■
■
■
１
８
■
０
■
■
■
■
６
日
Ⅱ
０

S2の妓小値を求めよ。(2)

Ｉ

卜

０

６

■

■

■

■

１

Ⅱ

１

１

１

１

４

‐

１

１

１

４

１

１

１

●

日

日

１

１

８

！

●

０

１

１

１

１

１

１

０

１

，

‐

‐

‐

‐

‐

‐

．

●

一

一

一

一

一

一
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【43】 放物線γ＝苑2の焦点をF(O,p),放物線上の点をP,線分PFと円

ェ2+y2-2py=0との交点をA, Pから鈍軸に下ろした垂線の足を

Hとする。

(1) pの値は何か。

(2)4PAHが正三角形であるとき，その面積を求めよ。ただし, Pは

第1象限にあるものとする。

【44】 ェγ平面上に定点A(a, 0)(G>0)とだ円3"2+16y2=195…①

がある。いま，原点Oを通る直線γ＝2，／3邦……②が第1象限に

おいて，だ円①と交わる点をBとし,線分ABの中点をCとする。この

とき, Cはだ円①上の点になった。

（1）定数αの値，およびBとCの座標を求めよ。

(2)4BOCを求めよ。

(3)4BOCの面積を求めよ。

ト

１

１

－35－
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